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今年の夏は、日差しも強く、暑さも厳しい夏になりました。子どもたちは、水分補給をしっかり行
い、休息をとりながら元気に過ごしています。今月は、保育者や友だちと一緒に、思いっきり身体を
動かしてあそび、過ごしやすい気温の日は散歩に出かけたいと思います。
今月は、「平和の集い」の様子と、取り組みについてお伝えします。

平和の集い

野原に大きなりんごが落ちてきました。もぐ
らがやってきて「むしゃむしゃ、おーうま
い」りすもきつねも…みんなおなかいっぱい。
雨が降ってきてりんごが傘に…。みんなで寄
り添って雨宿りする姿に、温かい気持ちにな
るお話です。

フワフワ言葉・チクチク言葉

子どもたちも、動物が食べて欠けていくりんごに、
「たべちゃった！」「きつねもきたね」と、展開を
楽しみながら見ていました。

 ８月６日中之島ちどり保育園で、『平和の集い』に参加しました。
中之島ちどりキッズでは、子どもたちが「ほいくえん、たのしい」「おともだ
ち、せんせいのことがだいすき」と感じて日々過ごして欲しいと思っています。
好きなあそびを見つけて「またあそびたい」と思ってくれるような環境作り、

「おなかすいた」「おいしいね」「おむつをかえてもらって、きもちいい」と
感じて健やかに過ごせる生活リズムを整えることを大切に取り組んでいます。
日々の生活の中で、心身共に健やかに過ごせるよう声かけを大切にしています。

そして、今年も子どもたちと共に“キッズの木”を作りました。お子様への愛
情や願いの詰まった葉っぱがたくさん茂り、ご家族を思い合う気持ちを改めて
感じました。これからも保護者の皆様と共に、子どもたちの成長を見守ってい
きたいと思います。ご協力ありがとうございました。

絵本『りんごが ドスーン』のペープサートを見たり、平和へ
の願いを込めた沖縄諸島の伝統的な盆踊り『エイサー』を見たり
しました。昔は戦争で亡くなった方への踊りでしたが、今では
「みんな元気に過ごせますように」と全ての人の幸せを願う踊り
になっています。保育者も子どもたちの健やかな成長と幸せを願
い踊りました。子どもたちも、先生たちが太鼓を鳴らして踊る姿
に「たいこどんどんしてた」と楽しんで見ていました。

「ありがとう」など
言われて心が“フワ
フワ～”となってう
れしい気持ちになる
のが、フワフワ言葉。

「きらい」など言
われて心がチクチ
クして、いやな気
持ちになるのが、
チクチク言葉。

笑う、泣く、怒る…その時の友だちの表情を見
て、どんな気持ちなのか考えてみることで、周
りの人を大切にしてほしいという願いから、イ
ラストや軍手シアターを使ってお話ししました。

絵本『りんごがドスーン』



行事予定 9/2 （月）体育指導（にじ組）
9/17（火）お月見会
9/27（金）災害訓練 ☆身体測定は、

月の後半にする予定です。

こどもの姿

あさひ組

８月から新しいお友だちが増えました。
ひかり組、にじ組の子どもたちもすぐにお名前を覚えて、呼んだり顔を
見たりしています。あさひ組では、毎日同じ時間に「食べる」「寝る」
といった生活をくり返すことで、生活リズムをつけています。おむつ替
えの時には「気持ちいいね」「すっきりしたね」と声をかけるようにし
ています。一か月が経ち、毎日担当保育者が関わることで、名前を呼ん
でもらうと保育者の方を見て笑ったり、手を伸ばして保育者の方へ行こ
うとしたりする姿が見られるようになりました。今後も、生活リズムを
整え、保育者や異年齢児との関わりを深め、安心して過ごしていくこと
が出来るようにしていこうと思います。

ひかり組

自分の思いを自分なりの言葉で伝えようとすることができ、『友
だちと話したい！』『先生に聞いて欲しい』と関わろうとする姿が
増えました。朝、元気よく「おはよう」と挨拶をしてくれたり、
「きょうなにするの？」と保育者に聞いたりと、保育園を楽しみに
来てくれる姿を嬉しく思います。子どもたちへ「挨拶をしてもらう
と嬉しい気持ちになるね」と話しながら一緒に挨拶に取り組んでい
ます。挨拶を交わすことで、お互いの気持ちが心地よく幸せな気持
ちになると感じてもらえるようにと思っています。また、物の貸し
借りでの「かして」「いいよ」「ありがとう」とやりとりすること
や、「ここおいで」「すわっていいよ」と場所を譲ってあげたりす
る経験も日々大切にしています。言葉で伝え合うことがまだまだ難
しいこともありますが、貸してもらった時の嬉しさや、思い通りに
いかなかった時の悔しさに共感しながら、少しずつ友だちの気持ち
を知っていけるようにしていきたいと思います。

にじ組

自分から友だちや保育者に関わろうとする姿が見られるようになりま
した。担当の保育者との関わりが深まったことで、保育者に見守られ
る中で、次第に周りの友だちの存在に気付くようになりました。小さ
い子のおもちゃを拾ってあげたり、泣いている友だちがいると顔を覗
きに行って様子を伺ったりしています。あそびの中でも“一緒にあそ
びたい！”という気持ちが強くなり、にじ組の友だちのあそびを見て
まねて一緒にしてみようとする姿に成長を感じます。また、あそびだ
けでなく生活面でも自分でという気持ちも出てきて、衣服を着ようと
したり、自分で食べようとしたりする姿が多く見られます。これから
も、やってみたい気持ちに寄り添いながら温かく見守っていきたいと
思います。
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